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東海第二発電所での洗濯廃液放出に係る保安規定違反事象の 

原因と再発防止対策に関する報告書の提出について 

 
１．経緯 

   平成２１年１２月１８日に実施された東海第二発電所（沸騰水型軽水炉：定格電気

出力１１０万キロワット）の洗濯廃液ドレンタンク水の放出において、運転員は洗濯

廃液ドレンタンク（Ａ）を放出するところ、放射性物質濃度の測定が行われていない

タンク（Ｂ）（以下、「当該タンク」という。）を間違って放出＊１しました。 

放出開始直後に誤放出に気づき、当該タンク水の放出を中止するとともに、当該タ

ンク水の放射性物質濃度が検出限界値未満であることを確認しました。 

保安規定第８８条（放射性液体廃棄物の管理）において発電長は、放射性液体廃棄

物を放出する場合は、放射性物質濃度の測定など管理した状態で行うこととしていま

すが、本件は、放射性液体廃棄物の放出操作を誤り、管理されていない状態で放出し

たものです。 

このため、東海第二発電所原子炉施設保安規定に規定された手順に違反していると

して、原子力安全・保安院より原因を究明し再発防止対策を策定の上、報告するよう

改善指示の文書＊２を受領いたしました。 

なお、当該タンク水の放出前後における放水口モニタおよび廃液出口モニタの指示

値に異常はなく、環境への影響はありませんでした。     

＊1：放出量は推定約 0.28m3 

＊2：指示文書内容：「原因（組織要因の根本原因分析を含む）を究明し、再発防止対策を策定の上、

当院原子力発電検査課へ報告すること。」 

     （平成２１年１２月２５日 発表済） 

  

本件について、原因究明及び再発防止策を取りまとめ、本日、原子力安全・保安院

へ報告書を提出しましたのでお知らせします。 

   当社といたしましては、本日報告した再発防止対策を確実に実施してまいります。 

 

２．原因分析 

   要因分析の結果、以下の直接的な原因が明らかになりました。 

（１） 指差呼称の具体的なやり方が明文化されていなかったこと。 

（２） 訓練運転員の単独操作の禁止が明文化されていなかったこと。 

（３） 訓練運転員は運転員ではないという位置付けが明文化されていなかったこと。 

（４） トラブル事例など操作の重要性を教えるタイミングについて配慮されていなか

ったこと。 

（５） 洗濯廃液ドレンタンク放出における誤操作防止機能がなかったこと。 



  

これらの原因分析で抽出された直接原因のうち、ハードウェアの直接原因を除く運

転管理プロセス上の問題点を起点とした背後要因や組織的要因について、根本原因を

分析した結果、以下の２件が抽出されました。 

 

【根本原因１】 

 訓練運転員に対する教育において、教育訓練を行う内容と時期などが体系的に整備

されておらず、一部不十分な教育システムとなっていました。 

 

【根本原因２】 

   訓練運転員を教育する指導員に対する指導内容が体系立って整理されておらず、ま

た、指導方法を教育する仕組みがありませんでした。 

 

３．対策 

（１）【根本原因１】の対策 

発電室においては、訓練運転員に対するＯＪＴ（オン・ザ・ジョブ・トレーニン

グ）における基本動作の重要性、訓練運転員の位置づけや操作を行う際の注意点な

どの教育・訓練を行う内容と時期などを明確にし、体系的なマニュアルを作成し、

それに基づき教育・訓練を実施します。 

各室においても、若年層への教育マニュアルに基本動作の正しい方法や重要性、 

   実施する意味などを教育内容に含めます。 

（２）【根本原因２】の対策 

発電室においては、訓練運転員への指導内容をまとめた指導要領を定めるととも

に、指導方法を教育する仕組みを教育システムに反映して、訓練運転員を教育する

指導員に対して、教育を実施します。さらに、定期的にアンケートなどにより教育

効果を確認し、必要があれば教育プログラムの見直しを図り教育を実施します。 

各室においても、若年層を教育する指導内容をまとめた指導要領を定め、指導方  

   法を教育する仕組みを教育システムに反映して、各室の指導員に対し教育を実施し

ます。 

（３）その他対策（ハードウェア対策） 

中央制御室にある系外放出用の出口弁全てに個別の放出許可インターロックを 

   設け、許可されたタンクのみが放出できるインターロックとします。 
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訓練運転員が、

洗濯廃液ドレン

タンク (A)の廃

液放出をすると

ころ、誤って放

出許可がでてい

ない洗濯廃液ド

レンタンク (B)
の廃液を放出 

○訓練運転員は、操作スイッ

チの指差はしたものの、機

器銘板の呼称確認を行な

わなかった。 

○洗濯廃液ドレンタンク放

出における誤操作防止機

能がない。 

○訓練運転員に単独で放出

処理操作を行わせた。 

○放出許可の連絡を受けた

後、訓練運転員に放出処理

操作を行わせた。 

◎指差呼称の具体的方法

が不明確。 
 （基本動作の重要性） 

◎単独操作禁止が明文化

されていない。 
 （操作上の注意点） 

◎訓練運転員の位置づけ

が不明確。 
 （操作上の注意点） 

◎運転員教育の中で、ト

ラブル事例など操作の

重要性を教えるタイミ

ングについて配慮され

ていない。 
 （教育のタイミング） 

事 象 

問題点 直接原因 

平成20年10月と同様の違

反を繰返し発生 

【根本原因１】 
 訓練運転員に対する教育において、教育訓

練を行う内容と時期などが体系的に整備さ

れておらず、一部不十分な教育システムとな

っていた。 

【根本原因２】 
 訓練運転員を教育する指導員に対する指

導内容が体系立って整理されておらず、ま

た、指導方法を教育する仕組みがなかった。 

根本原因・対策 

【対策】 
 訓練運転員に対するＯＪＴにおける基本

動作の重要性、訓練運転員の位置付けや操作

を行う際の注意点などの教育・訓練を行う内

容と時期などを明確にし、体系的なマニュア

ルを作成し、それに基づき教育・訓練を実施

する。 

【対策】 
 訓練運転員への指導内容をまとめた指導

要領を定めるとともに、指導方法を教育する

仕組みを教育システムに反映し、訓練運転員

を教育する指導員に対して、教育を実施す

る。 

 さらに、定期的にアンケートなどにより教

育効果を確認し、必要があれば教育プログラ

ムの見直しを図り教育を実施する。 

【ハードウェア対策】 
中央制御室にある系外放出用

の出口弁全てに個別の放出許

可インターロックの設置等 
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